
年
遷
宮
あ
り
た
る
を
機
ミ
し
こ
の
記
念
の
欝
に
こ
れ
を
印
刷
し
た
’

も
の
で
あ
る
ミ
い
ふ
ゆ
こ
れ
に
よ
っ
て
延
謄
延
喜
の
帳
式
の
及
ば

ざ
り
し
仔
細
の
鮎
を
明
か
に
し
得
る
「
こ
共
に
榊
宮
愈
儀
の
由
來
を

知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
　
（
菊
判
，
七
二
〇
頁
、
豫
約
和
版
、
京
都

表
現
肚
獲
行
）
〔
肥
後
〕

⑳
荘
園
　
目
　
録

八
代
　
國
治
編

　
蕪
園
の
研
究
に
貴
き
誕
生
を
捧
げ
、
殊
に
晩
年
に
は
皇
室
御
領

の
研
究
に
全
力
を
傾
注
せ
ら
れ
た
八
代
國
治
博
士
が
、
そ
の
業
の

傘
ば
に
し
て
學
界
の
痛
惜
裡
に
逝
か
れ
て
よ
り
こ
・
に
早
ぐ
も
七

週
の
忌
辰
を
迎
へ
、
追
慕
の
念
新
た
な
る
を
壷
え
る
。

　
故
博
士
S
親
交
あ
っ
た
弾
野
擾
茂
雄
氏
が
，
故
博
士
の
欄
苧
八

代
恒
治
氏
¶
こ
謀
り
、
高
柳
光
象
・
廣
野
三
郎
爾
氏
の
援
助
を
得
て

故
博
士
が
研
究
の
備
忘
録
ミ
し
、
座
右
の
索
引
ぐ
」
し
て
自
ら
編
し

置
か
れ
た
る
蕪
園
目
録
を
こ
Σ
に
上
梓
せ
ら
れ
先
鞭
、
知
己
に
頒

た
れ
た
。
誠
に
意
義
深
き
事
で
あ
り
、
叉
墨
界
を
稗
暫
し
、
後
進

を
啓
嚢
す
る
事
妙
少
で
な
い
。
牧
む
る
所
の
も
の
は
、
國
別
に
よ

る
　
皇
室
御
領
蕪
．
園
目
録
、
薙
園
目
録
、
及
び
そ
れ
ら
の
蕪
園
目

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

録
索
8
一
の
三
部
で
あ
る
。
例
へ
そ
れ
が
聖
な
る
備
忘
録
で
あ
り
、

研
究
牟
ば
に
成
る
未
定
稿
に
過
ぎ
な
い
ミ
し
て
も
、
此
の
種
の
目

録
の
故
栗
田
博
士
の
蕪
思
考
中
に
膨
め
ら
れ
た
も
の
、
外
に
存
在

し
な
い
今
日
、
貴
重
な
る
文
献
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
蕪
園

の
研
究
は
國
史
上
の
一
問
題
、
そ
の
研
究
に
は
籍
す
に
多
く
の
時

日
を
以
て
し
、
協
力
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
我
々
は
今
畏
敬
す

べ
き
故
博
士
の
編
録
せ
ら
れ
た
る
努
力
の
業
績
に
よ
り
、
指
示
ε

刺
戟
を
得
，
こ
れ
。
か
活
用
を
計
っ
て
一
其
慧
眼
を
機
ぐ
べ
き
責
務

あ
る
を
思
ふ
。
此
の
意
味
に
於
て
、
本
書
の
上
梓
せ
ら
れ
た
る
に

つ
い
て
關
係
諸
氏
に
深
謝
を
挑
ふ
ご
共
に
、
非
璽
品
た
る
を
惜
む

念
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
後
進
の
學
徒
の
爲
に
も
實
費
を
以
て
頒

布
せ
ら
る
、
便
を
輿
へ
ら
れ
ん
事
を
糞
望
し
た
い
。
猫
本
書
に
は

故
博
士
の
省
像
、
三
根
、
回
書
及
論
文
目
録
を
究
め
、
温
容
、
業

績
を
追
想
せ
し
◎
む
る
好
記
念
物
た
ら
し
め
て
み
る
。
　
（
菊
版
本
文

一
四
六
頁
、
縣
版
M
葉
、
附
録
六
頁
、
東
京
八
代
恒
治
氏
徳
行
、

非
責
品
）第

十
五
爪
讐
　
筋
κ
四
號
　
　
　
六
六
九
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紹

介

　
　
　
懸
菅
居
古
三
身
四
第
二
塗

　
本
書
は
響
き
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
河
内
舞
田
八
幡
宮
の

艶
艶
家
で
あ
っ
た
菅
居
家
の
所
藏
文
書
を
輯
録
せ
ら
れ
た
る
も
の

整
理
・
編
纂
は
西
田
博
士
監
修
の
下
に
紳
宮
皇
學
館
敏
授
佐
藤
虎

雄
氏
が
當
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

　
第
二
巻
は
古
記
録
を
主
，
こ
し
、
患
田
八
幡
宮
に
卜
す
る
縁
超
、

瀞
費
目
録
、
日
録
、
並
に
宗
旨
入
別
帳
の
類
を
牧
め
て
み
る
。
比

較
的
近
泄
の
も
の
、
徳
川
中
期
以
後
の
も
の
・
み
で
あ
る
が
、
祉

入
胤
櫓
間
の
動
欝
を
知
る
材
料
を
提
示
し
、
特
に
維
新
三
時
、
榊

佛
分
離
の
際
に
於
け
る
三
田
八
幡
宮
の
妖
況
を
知
る
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
　
（
旧
版
假
綴
六
九
〇
頁
、
旧
版
四
葉
、
京
都
菅
居

正
治
氏
襲
行
、
非
三
品
）
〔
以
上
寺
尾
〕

　
　
　
⑭
石
山
本
願
寺
H
記
上
巻

　
大
阪
府
立
圓
書
館
長
今
井
貫
一
君
が
在
職
二
十
五
年
を
記
念
す

べ
く
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
、
從
來
「
天
文
日
記
」
ま
た
は
「
本
願
寺

B
記
し
く
」
し
て
知
ら
れ
て
居
た
謹
製
上
人
の
日
記
を
印
刷
し
た
も

　
　
　
第
十
五
備
昼
　
第
四
號
、
　
六
七
〇

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
文
五
年
正
月
よ
り
同
二
十
三
年
八
月
迄
十

九
年
聞
の
記
事
を
含
み
本
願
寺
門
主
の
私
生
活
よ
り
他
家
ミ
の
交

渉
本
瀬
、
寺
の
行
事
、
本
願
寺
を
中
心
ε
す
る
石
山
六
町
の
商
業
、
堺

そ
の
他
近
接
都
市
の
事
箭
、
支
那
簡
船
の
來
航
な
さ
有
事
の
記
事

を
随
所
に
嚢
諾
す
る
こ
亡
が
出
來
、
極
め
て
興
趣
深
き
も
の
が
あ

る
ミ
共
に
有
力
な
る
史
料
ミ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
本
書
が
本
願

寺
の
経
験
し
た
い
ろ
い
ろ
の
災
危
を
喋
れ
て
今
日
に
傳
は
れ
る
は

一
の
奇
蹟
－
こ
も
い
ふ
べ
く
更
に
一
画
そ
れ
が
西
本
願
寺
藏
の
原
本

に
基
い
て
印
刷
さ
れ
一
般
研
究
者
の
自
由
な
る
利
用
を
許
さ
る
Σ

に
至
っ
た
の
は
最
慶
賀
す
べ
き
こ
、
こ
で
あ
る
。
附
録
ミ
し
て
本
願

寺
系
岡
抄
及
下
間
家
系
圓
抄
を
添
へ
弛
の
は
本
文
の
理
解
の
爲
に

極
め
て
適
切
な
る
蓼
考
ε
な
る
で
あ
ら
う
。
　
（
菊
判
七
〇
六
頁
、

大
阪
今
井
貫
一
君
在
職
二
十
五
年
記
念
會
嚢
行
）
〔
肥
後
〕

⑳
吉
田
兼
好
筆
自
撰
家
集
（
複
製
）

　
兼
好
自
撰
の
家
集
な
う
も
の
は
つ
兼
好
法
師
集
」
の
名
を
以
て
群

書
類
從
の
中
に
も
蕾
め
ら
れ
て
る
る
が
、
今
こ
Σ
に
掲
ぐ
る
駈
の
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